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 佐賀県では、障害者や高齢者が住み
 慣れた地域や家庭において、それぞれ
 の状態に応じた適切なリハビリテーシ
 ョンが受けられる体制を作るため、平
 成15年8月から5施設を「地域リハビ
 リテーション広域支援センター」に、佐
 賀県医師会を「佐賀県リ八ビリテーシ
 叢ン支援センター」に指定し、それぞれ
 の施設で活動を行っています。
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 佐賀県リパビリテーシヨン
 支援センターは、広域支援セン
 ターのバックアップをはかる
 ために設置されています。同セ
 ンターでは、リパビリ施設の包
 括的援助のため、リパビリ施設
 の稼働状況の調査や、リパビリ
 スタッフの技術向上のための
 研修会を開催したり、医療・福
 祉などに関係する機関・団体と
 の連絡調整を行っていまず。
 また、佐賀県リパビリテーシ
 ヨン支援センター協力施設と
 して、佐賀大学医学部附属病院
 の協力を得ています。
 佐賀大学医学部附属病院の
 役割は、県支援センターに対す
 る技術的助言や講師派遣等が
 主な活動となります。これまで
 に、リパビリ従事者を対象とし
 た研修会の開催、市民公開講座
 の開催等を行いました。
 またその他には、個々の患者
 さんからの装具や車いす、住宅
 改造などに関する相談も「福祉
 用具や住宅改造などの相談サ
 ービス」業務として直接お受け
 しています(窓口:佐賀大学医
 学部附属病院患者ザービス課
 0952・34・3136[担当]
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 そしてこの業務を通じて、より
 よい福祉用具や住宅改造の研究・
 開発を佐賀大学医学部地域医
 療科学教育研究センターと共
 に行っています。
 詳しい推進体制については、
 佐賀県リパビリテーション支
 援センターホームページをご
 覧下さい。
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 広域支援センターは、住民の
 皆様が快適に暮らせる相談窓
 口を設置し、リパビリや福祉用
 具、住宅改修等、医療・福祉サー
 ビスの相談に応じています。
 県内5つの老人保健福祉圏
 域ごとに設置されていますので、
 まずはお近くの広域支援セン
 ター相談窓口までお問い合わ
 せください。
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 地域リハビリテーション
 広域支援センター 
 (医療法人松籟会河畔病院)
 唐津地域リハビリテーション広域支援センターは、センター長である河
 畔病院院長・井上洋一郎の指示のもとに、担当責任者の理学療法±・溝
 上と専任事務担当者の看護師・増本が主にセンター業務を担当しています。
 唐津地区の関係団体との連携の為、年2回の連絡協議会を開催し、医
 師会・歯科医師会・薬剤師会など医療関係団体だけでなく福祉関係団体
 や建築士会等の団体の協力を得て事業を展開しています。少しずつ相
 談件数も増え、住宅改修等の指導も行っています。定期的な介護老人
 福祉施設職員への実技指導の依頼もありましたが、最近は転倒予防教
 室への講師派遣が多くなっています。又、佐賀県の充実した施設である
 介護実習普及センターへの見学研修を企画したところ、35名の参加が
 あり、福祉用具の実物で使用方法を学んだり、バ1リアフリーモデル住宅
 を十分体験していただくこともできました。今後もこの企画は続けて行
 きより多くの方に体験していただきたいと思います。実技研修では好
 評だった介護技術研修会をもう1回開催します。問い合わせば下記へ
 お願いします。
 :●所在地:唐津市松南町1]9-2:
 :O相談日時:毎週火曜日9100～15:30:
 iFAXは随時受け付けてています。i
 :O連絡先:TEL・FAXO955-77-30r4:
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 杵藤地区
 地域リハビリテーシ罰
 広域支援センター
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 (医療法人静便堂白石共立病院)
 ◎相談内容
 ①リパビリ相談(在宅でのリハビリ指導)
 専門スタッフ(理学療法士、作業療法士、言語聴覚土など)を派遣
 して、訪問看護師等に指導します。
 ②住宅改修、福祉用具選定のアドバイス
 能力に応じて、専門スタッフが現地指導を行います。
 ③訪問歯科診療、訪問服薬指導窓口の紹介
 ④訪問リハビリ実施施設の紹介
 現地(自宅)での出張指導を主に実施していますが、各種機関での
 要望に合わせての研修会講師の派遣も行っています。まサはこ一
 ㊨藤轡型
 ・●所在地1杵島郡白石町大字福田1296:
 :●相談日時:毎週月曜日(祝祭日の場合火曜日)8130～17:15・
 ・FAXは随時受け付けてています。:
 :●連絡先:TEL・FAXO952-84-2143:
 :●事務局:山ロ洋一(作業療法士)●センター長:頁島東一郎(医師)・
 佐賀中部β
 地域リハビリテーションρ
 広域支援センターげ'甲喚
 (佐賀社会保険病院)ル
 平成15年8月より佐賀県からの指定を受け、障害をもつ人々や高
 齢者が健常者とともに地域で生き生きと暮らせることを目標に掲げ
 た地域リパビリテーション活動が当院を中心に展開されています。.雛纂
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 主な広域支援センターの活動としては、1)地域リパビリテーシ灘撫
 ヨン実施機関の支援、2)地域のリパビリテーション従事者に対す,麓
 騰
 る援助・支援、3)リハビリテーション関係機関・団体との連絡協議会刷
 の設置などです・灘
 現在までの活動では、2)に対する支援希望が多くあり研修会開催
 や各施設の勉強会にリパビリ専門職を派遣しています。当センターに
 こ相談いただければ、リハビリに関するネットワークを駆使して相談者
 の希望に沿うような形で対応できると思います。是非、この地域リハ
 ビリテーションのシステムをこ活用いただければ幸いです。
 ・●所在地:佐賀市兵庫南3-8-1佐賀社会保険病院IJパビIJテーション科内・
 :●相談日時:毎週火・木曜日12:30～13130、16:30～17130:
 :FAXは随時受け付けてています。:
 :●連絡先:TELO952-28-5312FAXO952-28-5313:
 :●事務局:本多知行(リ八ビ1リテーション科部長):
 1●センター長山本裕士(病院長)ご
 伊万里蘇
 地域リハビリテーション」
 広域支援センターi』、
 (医療法人光仁会西田病院)
 リハビリテーションに携わる関係機関または住民の方々か
 らの相談に対し援助を行う施設です。
 ○対象地域伊万里市、有田町、西有田町
 O主な相談先特別養護老入ホーム、訪問看護ステーション、
 在宅介護支援センター、居宅介護支援事業所、障害児施設、
 行政機関等から相談があっています。
 O相談に対し必要があれば、現地指導を行っています。
 具体例:2級福祉住環境コーディネーターによる福祉用具、
 『住宅改修のアドバイス』
 ◎訪問看護師へのリハビリ技術指導
 ◎言語聴覚±による摂食・嚥下方法の技術指導
 ◎障害児施設へ定期的な理学療法士の派遣
 ◎入浴補助用具(いす、バスボード)の使用方法を家族へ指導
 ○研修会の開催地域のこ要望に応じ各種研修会を企画、
 開催しています。
 :●所在地1伊万里市山代町楠久890-2:
 ・◎相談日時1毎週水曜日8:30～12:30・
 ・FAXは随時受け付けてています。・
 :の連絡先:TEL・FAXO955-28-3620:
 :●事務局:梅崎、真崎(理学療法±)Oセンター長:青山重靖(医師):
 鳥栖・ザ
 地醐ハビリテーション驚.
 広域支援センター
 (医療福祉専門学校緑生館)
 鳥栖地域リハビリテーション広域支援センターの緑生館は平成7年
 4月に開校した佐賀県唯一の理学療法士・作業療法±の養成校です。
 これまでに6期生までが卒業し(458名)、その内115名(理学療法
 士52名、作業療法±63名)が佐賀県に就職するなど県内のりパビリ
 テーションの一翼を担っていると考えています。担当スタッフは理学
 療法±5名、作業療法±7名と、鳥栖三養基医師会をはじめとして他の
 医療関係団体や医療・福祉施設、行政など地域の医療・福祉・保健の分
 野に携わる方々と連携を図りながら、この地域リハビリテーション広域
 支援センターの業務を遂行しています。
 今年度の事業として①毎週火曜Eヨ(9100～16100)に電話による
 相談窓口の設置。②研修会を年6回開催。③理学療法士・作業療法±
 を派遣して現地での研修や実地指導。④この支援センターを運営す
 るために医療関係団体(10団体)、福祉関係団体(4団体)、行政関係(
 3機関)の代表者で連絡協議会を年2回開催。⑤広報としてホームペ
 ㎜ジ(httP://ryokusekan.ac.jp/eenter/)を開設しています。
 ●所在地:鳥栖市西新町1428-566:
 ●相談日時:毎週火曜日9:00～16:00:
 ●連絡先:TELO942-84-3640FAXO942-84-3680:
 E-maiIsien@ryokuseikan,ac,jp:
 ●センター長:倉富真:




